
FOCIS2026 参加記

FOCIS 2026は6月9-12日の間、サンフランシスコで開催されました。
学会は例年通り、企業（製薬企業はもちろんですが、今年は研究プラットフォームの開発企
業がやや多かった印象です）とアカデミアが融合し、最新の免疫疾患の動向や治療などが活
発に討議されていました。
今年は生殖免疫や、小児免疫のセッションもあり、よりJSCIに近い、臓器横断的な世界的な
プログラムでした。強く印象に残ったのはやはりCAR-Tで、そのターゲットがFAP（線維芽細
胞活性化タンパク質）であったり、circular-RNAをベースとしたin vivoでの導入など、かなり
臨床的にも応用広がってきている印象でした。

JSCIのシンポジウムは、本年から11日木曜日午後からのセッションに格上げされ、多くの聴
講者が参加され活発なdiscussionがなされました。田中理事⾧のイントロダクション、講演か
ら始まり、堀昌平先生を中心に制御性T細胞のトピックもあり、私と、岡田理事からの講演
で締めくくり、非常に大きな会場で数百人が来場されていましたが、JSCIの立ち位置も明ら
かに変わってきたと考えます。FOCISの最優秀演題賞が日本人で、またJSCIでも10名にFOCIS 
Emerging Investigator Recognition Award を贈呈し、皆様がoralやposter sessionで素晴らしい発表
をされていました。来年はボストン、再来年はシアトルで行われる予定ですが、この素晴ら
しい会へも是非ともご参加ください。
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